
    
せ
ん
し
ょ
う
苑
開
設
、
初
の
百
歳
誕
生 

岡 

幸 

さ
ん
を
祝
う 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

滉 

誕
生
日
が
大
正
四
年
十
二
月
十
二
日
の
岡
幸
さ
ん
百
寿
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
様
と
共
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会
と
し
て
は
、
平
成
十
五
年
に
望

洋
荘
を
、
平
成
二
十
三
年
に
せ
ん
し
ょ
う
苑
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
岡

さ
ん
で
六
人
目
の
百
歳
で
す
。
そ
れ
に
、
せ
ん
し
ょ
う
苑
で
は
初
の

百
歳
誕
生
で
お
め
で
た
い
限
り
で
す
。
更
に
、
今
年
は
望
洋
荘
で
男

性
で
は
初
の
百
歳
を
迎
え
た
鈴
木
一
男
さ
ん
が
元
気
で
お
り
ま
し
て

重
ね
重
ね
お
め
で
た
い
こ
と
が
続
き
理
事
長
と
し
て
も
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。 

お
聞
き
し
ま
す
と
、
岡
さ
ん
は
教
職
を
さ
れ
て
い
た
お
父
さ
ん
の

も
と
で
、
八
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
、
教
育
熱
心
な
優
し
い
お
母
さ

ん
に
育
ま
れ
な
が
ら
久
留
米
高
等
女
学
校
に
入
学
し
、
良
妻
賢
母
の

教
育
を
受
け
ら
れ
た
と
の
事
。
御
主
人
と
な
ら
れ
た
方
と
共
に
九
州
、

満
州
、
い
わ
き
市
へ
と
転
職
に
付
き
添
い
、
黄
綬
褒
章
を
い
た
だ
く

く
ら
い
の
ご
主
人
を
支
え
て
こ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

一
方
で
は
、
子
育
て
や
子
供
の
教
育
に
専
念
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

岡
さ
ん
の
柔
和
な
，
や
さ
し
い
笑
顔
、
私
や
職
員
に
対
す
る
話
し
ぶ

り
に
も
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
息
子
さ
ん
が
遠
方
に
お
ら
れ
て

も
、
娘
さ
ん
が
市
内
に
住
ん
で
い
ま
す
し
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も

心
強
い
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
共
職
員
も
一
体
と
な
っ
て
御
家
族
と
共
に
、
岡
さ
ん
が
せ
ん
し

ょ
う
苑
で
楽
し
く
、
充
実
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
も
、
こ
の
一
年
間
の
「
望
洋
荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑
」
便
り
の

タ
イ
ト
ル
を
列
挙
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
私
共
職
員
の
理
念
を
些

か
な
り
と
も
感
じ
取
っ
て
頂
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

（
百
三
十
三
）「
望
洋
荘
」
開
設
十
二
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

（
百
三
十
四
）
変
貌
す
る
望
洋
荘
か
ら
の
眺
め 

（
百
三
十
五
）
望
洋
荘
で
五
人
目
の
「
百
差
万
歳
」
男
性
で
初
の
鈴
木
一
男
様
を
祝
う 

（
百
三
十
六
）
東
日
本
大
震
災
後
五
年
目
に
考
え
る
こ
と
は 

（
百
三
十
七
）
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
こ
そ
最
高
の
良
薬
（
そ
の
一
） 

（
百
三
十
八
）
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
こ
そ
最
高
の
良
薬
（
そ
の
二
） 

（
百
三
十
九
）
食
と
健
康
に
つ
い
て 

―
食
物
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
― 

（
百
四
十 

）
食
と
健
康
に
つ
い
て 

―
食
生
活
タ
イ
プ
と
そ
の
主
な
改
善
点
― 

（
百
四
十
一
）
サ
ル
ス
ベ
リ
（
百
日
紅
）
の
花 

（
百
四
十
二
）
大
き
な
古
時
計 

（
百
四
十
三
）
認
知
症
と
物
忘
れ 

―
早
め
に
対
処
を
― 

（
百
四
十
四
）
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症 

―
早
期
発
見
・
早
期
診
断
を
― 
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せ
ん
し
ょ
う
苑
に
お
い
て
、
初
め

て
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
誕
生
し

ま
し
た
。 

 

岡
様
の
誕
生
日
で
あ
る
十
二
月
十

二
日
に
御
家
族
・
行
政
を
お
招
き
し

て
賀
寿
式
を
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
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せんしょう苑 岡幸様賀寿式 



十
二
月
二
十
三
日
、
せ
ん
し
ょ
う
苑

に
て
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
催

し
ま
し
た
。 

女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル

や
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
な
ど
企
画
が
あ
り
、

入
居
者
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
で
過
ご
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

                  

                         

                         

クリスマス会 
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望
洋
荘
家
族
会
よ
り
入
居
者
様
へ

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

寒
い
時
期
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
映
画

鑑
賞
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                   

   

【
望
洋
荘
】 

野
崎 

 

フ
ミ 

 

様 
 

九
七
歳 

一
月 

二
日 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

渡
邊 

 

ツ
ル 

 

様 
 

九
四
歳 

一
月
二
八
日 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

目
黒 

 

サ
ダ
ヨ 

様 
 

九
四
歳 

一
月
二
三
日 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

小
林 
 

と
み 

 

様 
 

九
一
歳 

一
月
二
七
日 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

八
巻 

 

ヨ
シ
ノ 

様 
 

九
〇
歳 

一
月
十
一
日 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

             

 

星
野 

 

葉
子 

 

様 
 

八
九
歳 

一
月
十
八
日 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

新
妻 

 

元
子 

 

様 
 

八
八
歳 

一
月
十
八
日 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

鈴
木 

 

信
子 

 

様 
 

八
五
歳 

一
月
二
八
日 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

【
せ
ん
し
ょ
う
苑
】 

島 
 

 

チ
ヨ
子 

様 
 

九
〇
歳 

一
月
二
〇
日 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

 

竹
内 

 

シ
ゲ
子 

様 
 

八
八
歳 

一
月
二
三
日 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

山
田 

 

ス
ヱ 

 

様 
 

八
六
歳 

一
月
一
三
日 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

 

濱
地 

 

ト
モ
子 

様 
 

八
一
歳 

一
月
一
五
日 

み
ま
や
西
ユ
ニ
ッ
ト 

野
口 

 

時
子 

 

様 
 

八
一
歳 

一
月
一
五
日 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

 

吉
田 

 

喜
和
子 

様 
 

五
八
歳 

一
月
二
八
日 

み
ま
や
西
ユ
ニ
ッ
ト 

 

一
月
お
誕
生
日
の
皆
さ
ん 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

介
護
老
人
福
祉
施
設           

望

洋

荘 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）５
５
‐
７
３
７
３ 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）３
８
‐
６
３
３
１ 
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望洋荘 家族会からのプレゼント 


